
＜ちょこっとコラム㉙＞      （教会用語 その⑧） 

「ハレルヤ」 Hallelujah 

日本聖公会の聖餐式の最後に、派遣の唱和というものが唱えられま

す。執事または司祭の「ハレルヤ、主とともに行きましょう」という言

葉に応答して、会衆が「ハレルヤ、主のみ名によって アーメン」と唱

えます。 

この「ハレルヤ」という言葉は、詩編 104 編以降に多く見られます。

ヘブライ語の「ハッルー・ヤー」をギリシア語音写したもので、「ヤー

（ヤハウェ：神）をハレル（賛美）せよ」という意味です。 

神さまに対する賛美と喜びの叫びがここにあらわされ、礼拝や音楽の

中でも多く用いられてきました。 

「息あるものはこぞって主を賛美せよ。ハレルヤ。」（詩 150：6） 


